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降
旗　

聡

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

に
は
、
自
治
会
活
動
の
拠
点
施
設

の
整
備
・
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
在
も
、
美
南
地
区
な
ど

の
方
々
か
ら
集
会
所
設
置
に
つ
い

て
ご
意
見
を
頂
い
て
い
ま
す
。
現

行
制
度
で
は
、
迅
速
な
対
応
が
難

し
く
、
今
後
も
吉
川
美
南
駅
東
部

な
ど
の
開
発
が
進
む
こ
と
か
ら
、

「
吉
川
市
ま
ち
づ
く
り
整
備
基
準

条
例
」
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い

る
と
考
え
ま
す
。「
開
発
者
の
責

務
で
、
公
益
施
設
（
集
会
所
及
び

集
会
室
）
の
設
置
」
を
明
記
す
る

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市

民
と
開
発
者
、市
が
協
働
し
て「
住

み
良
さ
日
本
一
」
を
め
ざ
し
て
は

い
か
が
で
す
か
。

答
市
長　

集
会
所
な
ど
の
公
共
施

設
の
整
備
・
充
実
の
必
要
性
は
認

識
し
て
い
ま
す
。
近
年
の
大
規
模

開
発
に
よ
り
市
街
地
を
形
成
し
た

地
域
で
は
、
集
会
所
を
整
備
す
る

た
め
の
用
地
確
保
が
困
難
で
あ

り
、
入
居
開
始
後
、
急
激
に
世
帯

数
が
増
加
し
、
新
た
な
自
治
会
が

組
織
さ
れ
る
の
で
、
事
前
に
集
会

所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
有

効
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
関
係
団

体
な
ど
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

条
例
の
見
直
し
を
研
究
し
て
い
き

た
い
。

小
林　

昭
子

問　

市
内
利
用
者
の
時
間
変
化
は
。

答
健
康
福
祉
部
長　

現
在
生
活
援

助
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人

は
58
人
で
昨
年
よ
り
５
名
増
え
て

い
る
。
一
回
の
利
用
時
間
の
内
訳

は
、「
60
分
未
満
」
の
方
は
昨
年

43
人
だ
っ
た
が
今
年
は
そ
の
内
38

人
が
「
45
分
以
上
」
に
、
５
人
が

「
45
分
未
満
」
に
変
更
し
た
。
昨
年

「
60
分
以
上
」
の
利
用
の
方
は
11
人

だ
っ
た
が
、
全
て
「
45
分
以
上
」

に
変
わ
っ
た
。
市
と
し
て
、
サ
ー

ビ
ス
が
足
り
な
い
時
は
、
日
常
生

活
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
等
の
市
単

独
事
業
が
あ
る
の
で
ケ
ア
マ
ネ
か

ら
相
談
が
あ
れ
ば
利
用
を
勧
め
て

い
く
。
個
々
の
ケ
ア
ケ
ー
ス
の
変

化
を
見
て
い
か
な
い
と
大
き
な
変

化
は
調
べ
ら
れ
な
い
が
利
用
時
間

の
不
足
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

掃
除
、
洗
濯
、
食
事
作
り
に

不
便
が
出
て
も
利
用
者
は
受
け
入

れ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
っ
と
実
情

が
わ
か
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
。

答
健
康
福
祉
部
長　

今
後
地
域
で

個
別
の
ケ
ア
会
議
を
立
ち
上
げ
て

い
き
た
い
。
困
難
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
地
域
、
民
生
委
員
、
ケ
ア
ラ
ー

（
家
族
介
護
者
）
を
含
め
て
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
様
々
な
介
護
の

問
題
を
見
つ
け
出
し
適
切
な
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
指
導
す
る
。

佐
藤　

清
治

問　

民
主
党
、
自
民
党
、
公
明
党

の
密
室
談
合
に
よ
っ
て
消
費
税
の

増
税
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
い
ま

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
消
費
税
の

増
税
で
は
な
く
無
駄
の
削
減
は
も

と
よ
り
、
大
企
業
へ
の
優
遇
税
制

を
た
だ
す
こ
と
、
証
券
優
遇
税
制

の
廃
止
、
所
得
税
、
住
民
税
の
最

高
税
率
を
１
９
９
９
年
の
減
税
前

に
戻
す
こ
と
を
は
じ
め
と
す
る
富

裕
層
に
き
ち
ん
と
課
税
す
る
よ
う

な
抜
本
的
な
税
制
改
正
を
お
こ
な

う
こ
と
で
す
。
市
長
は
消
費
税
の

大
増
税
に
明
確
に
反
対
し
市
民
生

活
を
守
る
先
頭
に
立
つ
べ
き
で
あ

り
、
見
解
を
求
め
ま
す
。

答
市
長　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
法

案
で
も
景
気
回
復
が
大
前
提
で
あ

り
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
低
所
得
者
へ
の
対

策
に
つ
い
て
国
会
で
十
分
議
論
し

て
い
た
だ
き
、
国
民
の
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

◆
駅
南
二
郷
半
緑
道
の
雑
草
対
策
は

問　

第
2
期
工
事
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
。
第
１
期
工
事
区
間
に
つ

い
て
「
せ
っ
か
く
金
を
か
け
て
整

備
し
た
の
に
雑
草
が
ひ
ど
い
」
と

苦
情
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。

答
都
市
建
設
部
長　

今
後
は
状
況

を
見
な
が
ら
予
算
の
範
囲
で
実
施

回
数
を
検
討
す
る
。

遠
藤　

義
法

問　

住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

道
路
整
備
は
欠
か
せ
な
い
。
工
事

中
の
道
路
や
未
着
工
の
完
成
時
期

と
見
通
し
は
。
き
よ
み
野
中
心
部

を
通
る
関
会
野
谷
線
は
大
型
車
の

通
過
道
路
と
な
り
、
住
民
は
振
動

等
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
対
策
を

と
る
べ
き
。

答
都
市
建
設
部
長　

吉
川
橋
は
平

成
30
年
の
完
成
、
中
井
ま
で
の
延

伸
は
29
年
の
完
成
予
定
で
工
事
を

す
す
め
て
い
る
。
き
よ
み
野
地
内

は
大
場
川
の
橋
周
辺
や
マ
ン
ホ
ー

ル
で
段
差
が
あ
る
。
一
定
区
間
の

舗
装
を
実
施
す
る
。
さ
く
ら
通
り

北
へ
の
延
伸
は
決
ま
っ
て
い
な
い

の
で
県
に
要
望
す
る
。

◆
平
成
25
年
度
の
重
点
施
策
は

問　

市
民
は
、
生
活
の
き
び
し
さ

と
将
来
不
安
を
多
く
抱
え
て
い

る
。
市
の
来
年
度
の
事
業
の
重
点

は
な
に
か
。
不
安
定
雇
用
改
善
な

ど
を
政
府
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

答
市
長　

防
災
の
ま
ち
、
子
育
て

支
援
な
ど
重
点
施
策
を
着
実
に
実

施
す
る
。
美
南
小
学
校
で
開
設
さ

れ
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運

営
、
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
な
ど

引
き
続
き
取
り
組
む
。
労
働
者
派

遣
法
が
改
正
さ
れ
た
が
、
見
送
ら

れ
た
製
造
業
の
登
録
型
派
遣
な
ど

の
改
善
が
必
要
で
、
国
の
動
向
を

見
守
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
へ

条
例
見
直
し
を
研
究

消
費
税
増
税
に
反
対
を

道
路
整
備
を
す
す
め

住
み
や
す
い
街
に

介
護
保
険
―
生
活
援
助

時
間
短
縮
の
影
響
は

適切な雑草対策が求められる
（二郷半緑道）




